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の在籍 新規 退所 死亡 在籍児 内児童 例数
児童数 入所 童数 数 〈資料〉
年度 人 人 人 人 人 人 人
1925 ＊78 ＊17 ＊18 ＊1 ＊76 ＊52 14
1926 ＊76 ホ16 ＊11 ＊1 ＊80 ホ60 10
1927 ＊80 ＊14 ＊15 ＊1 ＊78 ＊63 4
1928 78 20 7 2 89 73 3
1929 89 16 24 1 80 60 4
［小計］ ［83］ ［35］
1930 8026 14 3 89 72 4
1931 89 19 36 2 70 67 6
1932 7042 25 2 85 65 16
1933 85 18 24 1 78 62 13
1934 78 58 14 8 114 98 35
［小計］ ［163］ ［74］
1935 114 13 29 3 95 81 6
1936 95 2219 1 97 83 15
1937 97 2231 2 86 72 7
1938 86 25 12 1 98 84 4
1939 98 36 23 10 101 86 10
［小計］ ［118］ ［42］
1940 101 38 29 11 99 84 12
1941 99 32 23 7 101 84 25
1942 （87） （32） （31） （7） （81） 81 21
1943 （77） （30） （45） （7） （55） 55 13


































































































































































































現在救 費請求児童数 事例 救護 私費護委託
剴ｶ数 継続ｪ 新規ｪ 合計 児童告 委託剴ｶ 委託剴ｶ
年度 人 人 人 人 人 人 人
1930 一 一 一 一 4 一 一
1931 4 一 4 4 6 一 一
1932 6 4 3 7 16 2 一
1933 5 6 1 7 13 1 一
1934 11 4 11 15 35 7 1
1935 10 11 1 15 6 2 一
1936 14 10 1020 15 11 1
1937 18 13 5 18 7 4 2
1938 21 14 8 22 4 3 1
1939 24 17 10 27 10 6 3
1940 21 21 13 34 12 6 4
1941 24 19 15 34 25 12 12
1942 16 22 7 29 21 6 9
1943 3513 28 41 13 5 6
1944 38 33 8 41 9 2 3
















































































































体 性 年齢区分＊ 父母の存否‡
○ 一 六 棄 父母 父 父 父母児童数 男 女 ～ 歳 なし あり なし
五 以 母 母
歳 歳 上 児 孤児 なし あり あり
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
1925～2935 19 16 一 18 17 1 8 6 15 5
（100） （54） （46） （一） （51） （49） （3） （23） （17） （43） （14）
1930～3474 50 24 14 37 23 2 8 23 25 16
（100） （68） （32） （19） （50） （31） （3） （1D （31） （34） （22）
1935～3942 19 23 14 22 6 2 4 16 12 8
（100） （45） （55） （33） （52） （14） （5） （10） （38） （29） （19）
1940～4480 41 39 38 25 17 3 3 24 25 25
（100） （52） （48） （47） （31）（21） （4） （4） （30） （31） （3D
合　　計 231 129 10266 102 63 8 23 69 77 54
































































































所願 棄 孤 児
父 子 母 子 父
等の事例坦
父母ともに 死別の他失 母の死別 母の失畦 母の離別 母不祥 小計 父の死別 父の失膣 父の離別 父不祥 小計 母あり
霧 児 死別 踪等 家出 家出
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
1925～2935 1 4 4 4 一 2 一 6 6 一 一 9 15 5
（100）（3）（11）（11）（11）（一）（6）（一）（17）（17）（一）（一）（26）（43）（14）
1930～3474 2 2 6 14 4 3 2 2315 3 5 2 2516
（100）（3）（3）（8）（19）（5）（4）（3）（31）（20）（4）（7）（3）（34） （22）
1935～3942 2 3 1 11 2 2 1 16 4 1 2 5 12 8
（100）（5）（7）（2（26）（5）（5）（2）（38）（10）（2）（5）（12）（29）（19）
1940～4480 3 2 1 15 2 1 6 24 9 2 4 102525
（100）（4）（3）（1 （19）（3）（1）（8）（30）（11）（3）（5）（13）（31）（31）







入 棄 孤 ひとり親の場合 父母ありの場合所
願等 長期不在 疾病・鰐 〈 長期不在 疾病・障害
該 そ
の 父 父 父 母 父 母 当 父 父 父 母 父 父 母 の
事 の の の の の の な の の の の 母 の の 他
例 収 単 出 収 疾 疾 し 収 単 出 収 と 疾 疾 の
墨 監中 身赴 征徴 監中 病 病 ∨ 監 身赴 征 監 も 病 病 事





徴用 中 蟹口 墜口 由
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人　人 人 人 人 人 人 人 人 人
1925～2935 1 8 一 一 一 1 5 3　15 1 一 一 一 一 2 一 2
1930～3474 28 一 一 一 一 5 418　213 一 一 2 一 6 4 1
1935～3942 24 1 一 一 1 1 2 14　91 一 一 一 一 2 3 2






















































































































体 性 年 齢＊ 父母の存否＊ （参考）
児童数
男 女
○ τ五 六歳以 棄 父母な孤 父あり母 父なし 父母あ 当該年x｛年）の
V規入
歳 歳 上 児 し児 なし あり り 所児童
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
1925 14 8 6 一 6 8 一 4 3 5 2 ＊17
1926 10 4 6 一 5 5 1 一 2 4 3 ＊16
1927 4 3 1 一 1 3 一 1 1 2 一 ＊14
1928 3 2 1 一 2 1 一 1 一 2 一 20
1929 4 2 2 一 4 一 一 2 一 2 一 16
小計 35 19 16 一 18 7 1 8 6 15 5 ＊83


















































? とり親の場合? 母ありの場合??? ?? 期不在? 病・障害? ? 期不在? 病・障害?? ?? ? ????? ? ?? ? ? ??? ? ?? ? ?? ? ? ? ???? ?? ? ????? ? ? ???? ??? ? ? ?? ?? ? ? ???? ? ? ?? ?????? ???? ? ?? ?? ? ?　母? ?? ? ?
度? ??? ????? ?　人? ? ??? ???
925? 4?? ? ? ? ? ? ?? 　5?? ? ?? ? ? ?
926? 0? ? ? ?? ? ? ? ? 　3? ? ? ?? ? ? ?
927? ? ? ? ? ?? ? ? ? 　　2?? ? ? ? ? ??
928? ? ? ? ? ?? ? ? ? 一? ? ? ? ? ? ?929? ? ? ? ? ?? ? ? ? 一?? ? ?? ?? ?





















年度 新規入所 （うち救護委託） 主な入所 ・収容事由とその児童数
児童数 （うち私費委託）
1925＊17人 14人 ○棄 児 一
大14 うち判明分 ○孤 児 4 （◇児童本人障害児1）
（救一） ○父 子 3
（私一） ○母 子 5
○父母あり 2 ◎父精神障害2
1926＊16人 10人 ○棄 児 1
大15 うち判明分 ○孤 児 一
昭元 （救一） ○父 子 2
（私一） ○母 子 4
○父母あり 3 ◎父収監中1
◎その他（貧窮など）2
1927＊14人 4人 ○棄 児 一
昭2 うち判明分 ○孤 児 1
（救一） ○父 子 1
（私一） ○母 子 2
192820人 3人 ○棄 児 一
昭3 うち判明分 ○孤 児 1
（救一） ○母 子 2 （◎母疾病2を含む）
（私一）
192916人 4人 ○棄 児 一
昭4 うち判明分 ○孤 児 2

































体 性 年 齢 父母の存否 （参考）
児童数
男 女
○ 丁五 六歳以 棄 父母な孤 父あり母 父なし 父母あ 当該年
xの新
K入所
歳 歳 上 児 し児 なし あり り 児童
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
1930 4 4 一 一 2 2 一 1 1 1 1 26
1931 6 2 4 一 3 3 一 1 一 4 1 19
1932 16 11 5 3 13 一 1 一 4 5 6 42
1933 13 10 3 3 4 6 1 1 6 4 1 18


































































































































願等 棄 孤 長期不在 疾病・障害 〈 長期不在 疾病・障害
該 そ
の 父 父 父 母 父 母 当 父 父 父 母 父 父 母 の
事 の の の の の の な が が が が 母 の の 他
例 収 単 出 収 疾 疾 し 収 単 出 収 と 疾 疾 の
児 児 児 監 身 征 監 病 病 ∨ 監 身 征 監 も 病 病 事
土里 中 赴 徴 中 障 障 中 赴 徴 中 障 障 由数 任 用 害 害 父　母 任 用 害 害
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人　人 人 人 人 人 人 人 人 人
1930 4 一 1 一 一 一 一 一 一 1　1一 一 一 一 一 1 一 一
1931 6一 1 一 一 一 一 一 一 一　　4 一 一 『 一 一 1 一 一
1932 16 1 一 一 一 一 一 一 2 4　3 3 一 一 2 一 一 一 一
1933 13 1 1 一 一 一 一 2 1 4　3一 一 一 　 一 1 一 一

























年度 新規入所 （うち救護委託） 主な入所 ・収容事由とその児童数
児童数 （うち私費委託）
193026人 4人 ○棄 児 一
昭5 うち判明分 ○孤 児 1
（救一） O父 子 1
（私一） O母 子 1
○父母あり 1 ◎父疾病1
1931 19人 6人 ○棄 児 一
昭6 うち判明分 ○孤 児 1
（救一） ○父 子 一
（私一） ○母 子 4
○父母あり 3 ◎父疾病　1
193242人 16人 ○棄 児 1
昭7 うち判明分 ○孤 児 一
（救2） ○父 子 4




1933 18人 13人 ○棄 児 1
昭8 うち判明分 ○孤 児 1
（救1） ○父 子 6 （◎父疾病入院2を含む）
（私一） ○母 子 4 （◎母妊娠1を含む）
○父母あり 1 ◎父疾病入院1
1934 58人 35人 O棄 児 一
昭9 うち判明分 ○孤 児 5
（救6） ○父 子 12（◎父障害・眼疾2を含む）











































































体 性 年 齢 父母の存否 （参考）
児童数
男 女
○ 丁五 六歳以 棄 父母な孤 父あり母 父なし 父母あ 当該年
xの新
K入所
歳 歳 上 児 し児 なし あり り 児童
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
1935 6 1 5 一 3 3 一 2 3 1 一 13
1936 15 8 7 5 8 2 一 1 4 5 5 22
1937 7 4 3 2 4 1 一 一 3 3 1 22
1938 4 3 1 1 2 1 一 1 1 1 1 25

































































願 棄 孤 長期不在 疾病・轄 〈 長期不在 疾病・障害
等 該 そ
の 父 父 父 母 父 母 当 父 父 父 母 父 父 母 の
事 の の の の の の な が が が が 母 の の 他
例 収 単 出 収 疾 疾 し 収 単 出 収 と 疾 疾 の
児 児 児 監 身 征 監 病 病 ∨ 監 身 征 監 も 病 病 事
土 由里 申 赴 徴 中 障 障 中 赴 徴 中 障 障数 任 用 害 害 父　母 任 用 害 害
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人　人 人 人 人 人 人 人 人 人
1935 6 一 2 一 一 一 一 一 一 3　1一 一 一 一 一 一 一 一
1936 15 一 1 1 一 一 一 一 一 3　5 1 一 一 一 一 2 1 1
1937 7 一 一 一 一 一 1 1 一 2　2一 一 一 一 一 一 1 一
1938 4 一 1 一 一 一 一 一 一 1　1一 一 一 一 一 一 一 1

























年度 新規入所 （うち救護委託） 主な入所 ・収容事由とその児童数
児童数 （うち私費委託）
193513人 6人 ○棄 児 ｝
昭10 うち判明分 ○孤 児 2
（救2） ○父 子 3
（私一） ○母 子 1
193622人 15人 ○棄 児 一
昭11 うち判明分 ○孤 児 1
（救11） ○父 子 4 （◎父収監中1を含む）





193722人 7人 ○棄 児 一
昭12 うち判明分 ○孤 児 一
（救4） ○父 子 3 （◎父疾病入院1を含む）
（私2） ○母 子 3 （◎母収監中1を含む）
○父母あり 1 ◎母障害1
193830人 13人 ○棄 児 一
昭13 うち判明分 ○孤 児 1
（救5） ○父 子 1
（私6） ○母 子 1
○父母あり 1 ◎その他・貧困1
193936人 10人 ○棄 児 2
昭14 うち判明分 ○孤 児 一
（救6） ○父 子 5
（私3） ○母 子 2 ◎母疾病2





















































体性 年 齢 父母の存否 （参考）
児童数
男 女
○ 丁五 六歳以 棄 父母な 父あり母 父なし 父母あ 当該年
xの新
K入所
歳 歳 上 児 し なし あり り 児童
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
1940 12 6 6 3 6 3 一 1 3 4 4 38
1941 25 14 11 11 10 4 1 一 11 9 4 32
1942 21 10 11 13 5 3 2 一 6 4 9 （32）
1943 13 6 7 8 2 3 一 1 3 5 4 （30）




















































































































願 棄 孤 長期不在 疾病’轄 〈 長期不在 疾病・障害
等 該 そ
の 父 父 父 母 父 母 当 父 父 父 母 父 父 母 の
事 の の の の の の な が が が が 母 の の 他
例 収 単 出 収 疾 疾 し 収 単 出 収 と 疾 疾 の
児 児 児 監 身 征 監 病 病 〉 監 身 征 監 も 病 病 事
赴 中 障 由童 中 赴 徴 中 障 障 中 徴 障
数 任 用 害 害 父　母 任 用 害 害
年度 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人　人 人 人 人 人 人 人 人 人
1940 12 一 1 一 一 一 一 一 1 3　3一 1 一 一 一 2 1 ｝
1941 25 1 一 一 一 2 一 1 一 8　9一 一 一 一 一 一 4 一
194221 2 一 一 一 一 … 一 1 6　3一 一 4 一 一 2 6 一
1943 13 一 1 一 一 一 一 1 一 2　5一 一 一 一 3 一 1 一
1944 9 一 1 一 一 1 一 一 一 一　　3 一 2 一 一 一 一 4 一









年度 新規入所 （うち救護委託） 主な入所 ・収容事由とその児童数
児童数 （うち私費委託）
194038人 12人 ○棄 児 一
昭15 うち判明分 ○孤 児 1
（救5） ○父 子 3




1941 32人 25人 ○棄 児 1
昭16 うち判明分 ○孤 児 一
（救12） ○父 子 11（◎父出征2、父疾病1を含む）
（私12） O母 子 9
○父母あり 4 ◎母疾病4
194227人 21人 ○棄 児 2
昭17 うち判明分 ○孤 児 一
（救12） ○父 子 6





194330人 13人 ○棄 児 一
昭18 うち判明分 ○孤 児 1
（救5） ○父 子 3 （◎父疾病1を含む）
（私6） O母 子 5
○父母あり 4 ◎父母とも疾病3
◎母疾病　1
194426人 9人 ○棄 児 一
昭19 うち判明分 ○孤 児 1
（救2） ○父 子 1 （◎父出征1を含む）
（私3） ○母 子 3
○父母あり 4 ◎父単身赴任2（◎母疾病2を
含む）
◎母疾病2
注　本号に別掲の〈資料〉から作成した。
　以上に見てきたこの時期の特徴を前提にしつ
つ、それぞれの児童の入所・収容事由を、各年度
ごとに整理、一覧にした表16を添付しておく。本
号別途掲載の〈資料〉を見る際に手引きとして参
考にされたい。
　なお、1941年度以降、入所事由中に父の出征
（しかも父子家庭のそれ）や軍用への徴用が出現
しはじめたことが、印象的である。戦争の直接的
な影響が、育児院への入所・収容事由にまであら
われたこと、とりわけ1942年度の場合には、父母
ありのケース（対象児童21人中の9人）が最多と
なり、しかも、出征や徴用がその半数近く（児童
9人中4人）にのぼっている。
一22一
寺脇隆夫　　戦前昭和期の育児施設への入所・収容事由の検討 23
注
1．仙台基督教育児院の歴史については、育児院が刊
　行した『仙台基督教育児院八十八年史』（1994．10
　A6判　610頁）がある。
　　なお、現名称の仙台キリスト教育児院への名称変
　更は、2001年に行われている。
2．現在の社会福祉法人仙台キリスト教育児院には、
　次のような施設がある。
　　児童福祉法上の児童養護施設、乳児院、情緒障害
　　児短期治療施設、保育所
　　老人福祉法上の特別養護老人ホーム、デイサービ
　　スセンター、在宅介護支援センター、グループ
　　ホーム
3．救護法による救護施設については、拙稿「救護法
　下の救護施設の実態一普及と施設実態、認可と補
　助、施設財政など」（『長野大学紀要』24－3号、
　2002．12）でやや詳しく取り上げた。
4．この点を含めて、拙稿「育児施設の児童受入状況
　と財政状況　　救護施設認可の仙台基督教育児院の
　事例」（『長野大学紀要』26－2号、2004，9に掲載予
　定）で、やや簡単ではあるが、本研究全体の概要報
　告を予定している。
5．なお、育児院では実施したことはなかったようで
　あるが、他の育児施設では、乳児の場合にも、人工
　栄養の手段が不完全との理由から、院外委託を行な
　うケースが広く見られた。
　　戦前の育児施設における院外委託の実態について
　は、次の文献が詳しい。
　　松本園子「社会的養護の方法としての里親制度の
　検討（2）一一戦前育児施設における院外委託の状況」
　（『淑徳短期大学紀要25号、1986．3）。
6．注3の拙稿。
7．公費委託児童としては、救護法によるもののほか
　に、児童虐待防止法・母子保護法・軍事扶助法によ
　るものなどがある。ただし、育児院の場合には、こ
　れらの委託児童はわずかだった（確認し得た限り
　で、母子保護法1、軍事扶助法3）こともあり、本
　稿では言及することを省略した。
8．表2の注1のc、dのほかに、ここではとくに育児
　院の『日誌』が重要で、詳細な経緯がわかる。
9．1932（昭和七）年の『日誌』の一月七日の条には
　次のように記されている。
　　「IK、同M、　AY、　AMノ四人ヲ壱月壱日二収容シ
　タル旨渋谷市長宛届出提出ス」
　　また、『収容届（綴）」にも、この四人の仙台市長
　宛の収容届の控が綴られている。
10．　『日誌』（1928年と1929年）および『院児名簿』
　（1909～1928年）による。
11．仙台市長宛の収容届・請求書（控）がある。
12．この生後8ヶ月の乳児AYの受入と死亡をめぐっ
　ては、『日誌』（いずれも1932年）に概略、次のよう
　にいくつかの記載があるが、病名等は明らかではな
　い0
　7．12AYの父（AK、就業中の負傷事故で市民病院
　　　にて施療中、妻が腎臓病にて死亡、困却）の友
　　　人（K氏）が育児院を訪ね、入所を申し込む。
　　　「確答を与へず」。
　7．14　方面［奉仕］委員（UT）の証明により、AY
　　　の収容願の提出。
　　　　仙台市社会課に問合わせた結果、「救護児童と
　　　してお世話を乞ふ……宜しく頼むとの社会課長
　　　H氏の話」などで、「及ぶだけ世話する旨答
　　　ふ」。
　7．17　AYを収容。
　7，18　［院長は］市社会課を訪問（AKの件）。
　　　　また、AYの件に関し、奉仕委員（UT氏）及
　　　び父AKの友人K氏を訪問。
　7．19奉仕委員（UT氏）より、電話でAKの大学病
　　　院での診察の手続をしたので、午前十時までに
　　　来院されたいとのことで、S保栂をして診察に
　　　同伴させる。
　　　　AY大学病院空室なき為連れ帰り保栂室にて看
　　　護。同人の父AK、仕事を休み見舞いのため来
　　　院。
　　　　午後九時五十分AK死亡。「父AK居合せ居た
　　　り」。
　7．20　市長宛の死体引取願（死亡診断書添付）の提
　　　出（父AKが持参）。
　　　　父AK、死体解剖の承諾。大学病院へ。
　7．21　解剖。その夕焼場（7．22　骨拾い）。
13．前掲注1の『育児院八十八年史』では、乳児部の
　新設に関連して、新院長となった大阪鷹司の就任前
　夜（1932．5．19）に育児院の玄関さきに棄児があった
　ことなどのエピソードが記されている（219頁）。
　　また、1932．7．14の『日誌』には、保栂志願のため
　来訪したYA氏に、［院長が］「前記KT、　AY等に鑑
　み且つ救護施設認可願中にも乳児救護の届出もなし
　居りし故乳児部創設の希望を語り、其主任としてな
　らば採用して宜しき旨答ふ」などの記載が見られ
　る。
14．この点については、前掲の注4の拙稿で簡単なが
　ら取り上げる予定である。
　　なお、この時期の育児院の財政実態については、
　菊池義昭「戦中戦後期の仙台基督教育児院の財政の
　実態」（『東北社会福祉史研究』21号、2003．3）が詳
　しく取り上げている。
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